






要約:11 才 8 ヵ月の時に川崎病に罹患した男児が,18 才 9 ヵ月の時に急死した。発症 5 ヵ

月目に心筋梗塞を起こした。発症 1 年後に当科で施行した心血管造影検査では,左冠動脈

は前下行枝の完全閉塞,回旋枝の動脈瘤を,右冠動脈は末梢に至るまでの巨大冠動脈瘤を認

めた。また,左室側壁から心尖にかけて心室瘤を形成していた。急死後当院に搬送され,剖

検を施行した。左右冠動脈瘤は血栓で完全に閉塞され,陳旧性心筋梗塞の所見が散在して

いた。このような症例の発生防止が最も重要な課題と考えられる。


